
第５学年３組 道徳科学習指導案  
 

 

                                      

                              

１ 主題名  受け継がれる思い 内容項目 〔C 伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度〕 

関連する内容項目〔C よりよい学校生活、集団生活の充実〕 

 

２ ねらい  役割を終えたどんぐりピアノを残すかどうかについて、それぞれの立場や考えを多面

的・多角的に考えることを通して、伝統には、それを生み出し、支え、受け継いでき

た人々の思いや願いが込められていることに気付き、伝統を受け継ぎ、次の世代へ受

け渡していこうとする心情を育てる。 

教材名  夢を奏で続けて「どんぐりピアノ」（宮代町教育委員会自作資料） 

 

３ 主題設定の理由 

（１） ねらいや指導内容について 

本主題は、内容項目 C「伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度」に関するものである。伝

統を大切にするとは、昔から続いている物や活動をただ同じ形で残すことではなく、その背景に

ある人々の思いや願いに目を向け、受け継がれてきた意味を考えることである。また、学校の伝

統には、よりよい学校生活を願った人々の思いや行動が重なっている。高学年の児童は、より効

率的な方法や新しい方法を考えられるようになる一方、現在の便利さや負担に目が向き、物や活

動が生まれた背景を十分に考えないまま、その必要性を判断することもある。そこで、「なぜ生

まれたのか」「どのような思いや願いが込められているのか」という視点から、伝統を受け継ぐ

ことの意味について考えさせたい。本時では、教材本文には描かれていない「役割を終えたどん

ぐりピアノを残すべきか」という判断を伴う問いをあえて設定する。児童が自分の立場をもち、

多様な考えを交流することで、登場人物の心情を読み取ることにとどまらず、実用性や必要性と、

そこに込められた人々の思いや願いを比較しながら、伝統について主体的、多面的・多角的に考

えられるようにする。さらに、ゲストティーチャーの語りや、どんぐりピアノがその後も受け継

がれてきた事実に触れることで、それまでの自分の考えを見つめ直し、伝統の背景にある人々の

思いや願いに改めて目を向け、伝統を受け継ぐことの意味について考えを深められるようにする。 

 

（２）児童の実態 

 

 （略） 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 教材の特質や活用方法について 
   本教材は、近隣の須賀小学校に実在する「どんぐりピアノ」を題材としている。戦後間もな

い時代、ピアノのなかった学校にピアノを置きたいと願った子どもたちは、どんぐりなどを集め
て資金を得ようとした。その熱意は教師や家庭、地域へと広がり、最終的には PTA と村の協力
によってピアノの購入が実現した。こうして学校に迎えられたピアノは、長い間、須賀小学校の
音楽を支え、やがてピアノとしての役割を終えた。本教材は、一台のピアノを通して、よりよい
学校を願う人々の思いや願いが広がり、受け継がれていくことを捉えることのできる教材である。
本時では、当時の時代背景を丁寧に押さえた上で、教材を「ピアノとしての役割を終えた」時点
まで扱う。さらに、教材本文には描かれていない「役割を終えたどんぐりピアノを残すべきか」
という判断を伴う問いを設定する。実用性や管理の負担、人々の思いや願いなど、多様な視点か
ら話し合うことで、「残す・残さない」という結論ではなく、なぜこのピアノが大切にされてき
たのか、その背景にある人々の思いや願いについて考えを深められるようにする。また、話合い
やゲストティーチャーの語りを経た後に、どんぐりピアノが実際には残され、その後も人々によ
って受け継がれてきた事実を伝える。これを「残すことが正しかった」という答え合わせにする。 

令和８年１０月６日（火) 第５校時 

 

 



４ 学習指導過程 
段
階 

学習活動、主な発問 予想される児童の発言 ・指導上の留意点 ☆評価の視点  時間（分） 

導 

入 

１ 本校の鼓笛を通して「受
け継ぐ」ことに目を向け、
教材へつなげる。 

 
（１）これから始まる鼓笛の

練習について、今どん
なことを思っていま
すか。 

 
 
（２）いろいろな思いがある

のに、どうして笠原小
では鼓笛がずっと受け
継がれてきたのでしょ
うか。 

 

 

 

 

・練習が大変そう。 

・休み時間が減るのが嫌だ。 

・やってみたい楽器がある。 

・できるようになりたい。 

・楽しみでもある。 

 

・伝統だから。 

・昔からやっているから。 

・先生がやるといったから。 

・分からない。 

 
 
 
 
・「やりたくない」「大変」といっ
た思いも否定せず、児童の率直
な思いを出させる。 

・鼓笛を続けるべきかどうかの話
合いにはしない。 

 
・「なぜ受け継がれてきたのか」と
いう問いに答えを出さず、近隣
の須賀小学校で受け継がれてき
たどんぐりピアノを提示するこ
とで、教材への関心を高める。 

 ３ 
 
 
 
 
 
 

 
 

 ２ 

 ２ 当時の時代背景を知り、
どんぐりピアノが生まれ
た背景を捉える。 

 
 
３ 本時の課題を知る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 教材を紙芝居で提示す
る。 

 
 
５ 課題について、考え、話
し合う。 

 

○主  

（１）役割を終えたどんぐり
ピアノを残すべきでしょ
うか。【分析】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○補  

・昔からある大切なものな
ら、全部残した方がいいの
でしょうか。（批判 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈残す〉 

・みんなで頑張って手に入れた
から。 

・たくさんの人の思いが詰まっ
ているから。 

・学校の歴史だから。 

〈残さない〉 

・もう音が出ないから。 

・場所を取るから。 

・古い物を全部残すことはでき
ない。 

（その他） 

・友達の話を聞くと迷ってきた。 
・使えるかどうかだけでは決め
られないかもしれない。 

 

 

 

 

・たくさんの人が頑張って手に
入れたものだから残したい。 

・昔からあるというだけで、残
す理由にはならないと思う。 

・具体的な資料を用いて、戦後間
もない当時の生活やお金、物の
価値を捉えさせ、その後の教材
を考えるための土台とする。 

 
 
 
 
 
・導入で本校の鼓笛や当時の時代
背景に触れた後に本時の課題を
設定することで、児童自身が「受
け継ぐ」ということに問題意識
をもち、教材を通して主体的に
考えられるようにする。 

 
 
・教材を紙芝居で提示することで、
物語の流れや当時の様子を視覚
的に捉えやすくする。 

 
 
 
 
 
・児童同士の話合いから生まれた
疑問や問い返しを大切にし、児
童の発言をつなぎながら話合い
を深める。また、必要に応じて
補助発問を用いて見方を揺さぶ
り、その背景にある人々の思い
や願いについて多面的・多角的
に考えられるようにする。 

 
☆友達の考えを聞いたり、自分の
考えを見つめ直したりしなが
ら、伝統の背景にある人々の思
いや願いについて、多面的・多
角的に考えている。【発言・話合
いの様子】 

 
 

 ５ 
 
 
 
 
 ２ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ５ 

「受け継ぐ」とは、どういうことなのか考えよう 



展 

開 

 

○補  

・もしこのピアノを残さな
かったら、なくなるのは
ピアノだけなのでしょ
うか。（深化） 

 
 
６ 須賀小学校卒業生のゲ

ストティーチャーの話
を聞き、受け継ぎ、受け
渡すことについて考え
める。 

 

 

・頑張った子供たちの思い。 

・先生の思い。 

・お金を出してくれた家族や地
域の人たちの思い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ゲストティーチャーには話合い

を聞いてもらい、児童の考えを

受けた上で、須賀小学校で実際

に過ごした一人としての思いを

語ってもらう。「正解」を示すの

ではなく、新たな視点の一つと

して提示し、児童が自分の考え

を見つめ直せるようにする。 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

  
 
 ３ 

終 

末 

７ 学習を振り返り、自己 
を見つめる。 

 
 
 
 
８ 教師の説話を聞く。 

 
 

・自分たちは受け継ぐだけでな
く、次の人へ渡す側でもある。 

・そこに込められた人たちの思
いを知ることも大切だと思っ
た。 

☆どんぐりピアノについて考えた
ことを自分の生活と結び付け、
人々の思いや願いを「受け継ぎ、
受け渡す」ことについて、自分
との関わりで考えを深めてい
る。【ワークシート】 

・人々がなぜピアノに思いを寄せ
続けたのかについて、児童が思
いを巡らせられるよう、余韻を
もって授業を終える。 

７ 
 
 
 
 
 
３ 
 

 

５ 他の教育活動との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

事前指導 
 
（通年） 
学級活動 
・学校生活の中で、本校に   
 昔から続いている活動 
 やものに触れる。 
・鼓笛をはじめとする学校 
 の活動について、自分な 
 りの思いや考えをもつ。 
 
６月 
国語 
日常を十七音で 
俳句づくり活動 
・昨年度まで続いていた本
校の俳句づくり活動「創
作タイム」を取り上げ、
受け継がれてきた活動
がなくなったことを通
して、学校で続いてきた
ものの意味や価値に目
を向ける。 

道徳科 

（６月） 
主題名「郷土を愛する思い」 

教材名「復興への願いフェニックス」 

・自分が住む町や地域に受け継がれてきた伝

統や、そこに込められた人々の思いや願い

に目を向け、今の自分にできることをしよ

うとする態度を養う。 

（１０月）本時 

主題名「受け継がれる思い」 

教材名 

「夢を奏で続けて どんぐりピアノ」 

・「どんぐりピアノ」を通して、伝統に込め

られた人々の思いや願いに気付き、「受け

継ぎ、渡す」ことの意味について考える。 

事後指導 
 

 特別活動・学校行事「鼓笛」 

・鼓笛の練習や発表を通し

て、これまで受け継いで

きた人々の思いに目を向

け、自分たちも次の世代

へ渡していく一員として

活動する。 

学級活動 

・藤棚や裸足など、本校に

受け継がれてきたもの

について、その背景にあ

る人々の思いや願いを

知り、自分たちが受け継

ぎ、渡していくための行

動について考える。 

家庭との連携 

学級通信等で本時の学習について家庭に伝え、家庭や地域で受け継がれてきたものや、そこに込めら

れた思いや願いについて話題にする機会を設ける。 



６ 評価の視点 

【物事を多面的・多角的に考えている様子】 

  友達の考えを聞いたり、自分の考えを見つめ直したりしながら、伝統の背景にある人々の思いや

願いについて、多面的・多角的に考えている。 

【道徳的価値についての理解を自分との関わりで深めている様子】 

  どんぐりピアノについて考えたことを自分の生活と結び付け、人々の思いや願いを 

「受け継ぎ、受け渡す」ことについて、自分との関わりで考えを深めている。 

 

 

７ 板書計画  

  


